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複
数
性
と
規
範

　
　

―
ヘ
ル
ダ
ー
『
イ
デ
ー
ン
』
を
め
ぐ
っ
て
―

笠　
　

原　
　

賢　
　

介

一　

は
じ
め
に

　

十
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
思
想
家
ヘ
ル
ダ
ー 

（
一
七
四
四
～
一
八
〇
三
（ 

の
主
著 

『
イ
デ
ー
ン
』 （『
人
類
歴
史
哲
学
考
』（ Ideen zur 

Philosophie der G
eschichte der M

enschheit

（
一
七
八
四
～

九
一
（
を
手
掛
か
り
に
し
て
複
数
性
と
規
範
と
い
う
問
題
を
考
え
て

み
た
い
。

　

複
数
性
と
規
範
と
い
う
問
題
が
な
ぜ
『
イ
デ
ー
ン
』
と
結
び
つ
く

か
と
い
う
と
、
同
書
で
は
、
地
球
上
に
展
開
す
る
文
化
の
多
様
性
を

肯
定
す
る
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近
年
、
西
欧
の

哲
学
や
思
想
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
な
見
方
が
根
強
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

1
（

。
そ
の
な
か
で
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
を
持
ち
な
が
ら
も
例
外
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
ヘ
ル

ダ
ー
の
思
想
は
、
我
国
で
は
和
辻
哲
郎
が
『
風
土
』
に
お
い
て
注
目

し
、
近
年
は
Ｃ
・
テ
イ
ラ
ー
の
多
文
化
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い

て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

2
（

。

　

文
化
の
多
様
性
、
複
数
性
を
肯
定
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ

が
、
文
化
横
断
的
な
規
範
を
斥
け
る
相
対
主
義
を
意
味
す
る
の
か
否

か
と
い
う
問
題
が
付
随
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
規
範
を
認

め
る
に
し
て
も
そ
れ
を
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
け
る
か
と
い
う
、
こ

れ
ま
た
回
答
が
困
難
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

　

こ
こ
で
は
『
イ
デ
ー
ン
』
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

の
入
り
口
あ
た
り
に
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

　

ま
ず
、
ヘ
ル
ダ
ー
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
。
生
涯
と
作
品
、
研
究

史
を
概
観
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
イ
デ
ー
ン
』
の
考
察
に
進
み
た
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い
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
モ
ー
ル
ン
ゲ
ン
に
生
ま
れ
た
。
ド

イ
ツ
語
圏
の
辺
境
で
あ
っ
た
東
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
近
隣
に
現
在
の
バ

ル
ト
三
国
が
あ
る
多
民
族
地
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
イ
デ
ー

ン
』
を
見
る
と
き
に
も
注
意
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー

は
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
で
神
学
を
専
攻
。
カ
ン
ト
の
講
義

（
天
文
学
、
論
理
学
、
形
而
上
学
、
道
徳
哲
学
、
数
学
、
自
然
地
理

学
（
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。
同
時
に
カ
ン
ト
の
友
人
で
在
野
の
思
想

家
で
あ
っ
た
ハ
ー
マ
ン
に
私
淑
、
影
響
を
受
け
る
。
一
七
六
四
年
、

ハ
ー
マ
ン
の
推
薦
で
現
在
の
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
リ
ガ
大
聖
堂
付
属
学
校

の
助
教
師
に
就
任
。
後
、
一
七
六
九
年
に
リ
ガ
を
離
れ
フ
ラ
ン
ス
に

旅
行
。
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
交
流
し
、
ラ
イ
ン
川
沿
い
の

古
都
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
若
き
ゲ
ー
テ
と
出
会
う
。
一
七
七
六
年
か

ら
ゲ
ー
テ
の
尽
力
に
よ
り
聖
職
者
と
し
て
中
部
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
マ

ル
に
定
住
。
一
八
〇
三
年
、
同
地
で
没
し
た
。『
イ
デ
ー
ン
』
は
こ

の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

文
学
史
に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
は
批
評
家
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
。
十
八
世
紀
を
経
る
な
か
で
批
評
が
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
確
立
す
る
が（

3
（

、
ド
イ
ツ
で
は
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ヘ
ル
ダ
ー
が
代
表
者

で
あ
る
。
彼
ら
が
確
立
し
た
批
評
の
流
れ
は
、
初
期
ロ
マ
ン
派
の

Ｆ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
を
経
て
二
十
世
紀
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ア
ド
ル
ノ

に
至
る
。

　

批
評
家
と
し
て
の
代
表
作
は
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
演
劇
を
批
判
し

て
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
混
沌
と
し
た
世
界
を
称
揚
し
た
『
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
』
で
あ
り
、
疾
風
怒
濤
の
文
学
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
批
評
の
機
能
の
一
つ
に
埋
も
れ
た
も
の
の
救
出
（Rettung

（

が
あ
る
が
、
当
時
文
学
と
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
民
謡
を
集
め
た

『
民
謡
集
』
は
、
こ
の
意
味
で
の
批
評
の
才
能
が
示
さ
れ
た
作
品
で

あ
る
。
同
書
に
は
ド
イ
ツ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
の
他
、

ヘ
ル
ダ
ー
と
関
係
の
深
い
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
、
さ
ら
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ペ
ル
ー
の
歌
が
収
め
ら
れ
、

ヘ
ル
ダ
ー
の
地
球
大
の
視
野
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
の
活
動
は
哲
学
に
も
及
ぶ
。『
言
語
起
源
論
』、
カ
ン
ト

を
批
判
し
た
『
メ
タ
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
』
は
、
言
語
と
思
考
の
結
び
つ

き
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
現
代
哲
学
の
主
題
を
先
取
り
し
た
作
品

と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。『
彫
塑
』
は
、
触
覚
／
感
情
（Gefühl

（
に
着
目

し
た
感
覚
論
と
し
て
、
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
感
覚
論
・
感
性
論

の
な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
人
間
性
形
成
の
た
め
の

歴
史
哲
学
異
説
』
は
『
イ
デ
ー
ン
』
と
な
ら
ん
で
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

に
始
ま
る
歴
史
哲
学
と
い
う
視
点
を
独
自
な
形
で
展
開
し
た
作
品
で

あ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
は
長
ら
く
反
啓
蒙
の
非
合
理
主
義
者
、
ド
イ
ツ
・
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
始
祖
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
取
り
払
っ
て
、
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啓
蒙
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
き
戻
し
て
再
評
価
す
る
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
始
ま
っ
た
啓
蒙
の
見
直

し
の
流
れ
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
点
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
、
長
ら
く
反
西
欧
、
反
合
理

主
義
の
パ
ト
ス
が
吹
き
荒
れ
て
き
た
。
ヘ
ル
ダ
ー
を
反
啓
蒙
の
非
合

理
主
義
者
と
し
て
称
揚
す
る
流
れ
も
こ
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
定
着
さ
せ
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後

に
確
立
し
た
精
神
史
（Geistesgeschichte

（
の
文
学
史
叙
述
で
あ

る
。
精
神
史
と
い
え
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
や
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
思
い
浮
か

ぶ
が
、
精
神
史
の
文
学
史
叙
述
は
、
啓
蒙
評
価
を
異
に
す
る
と
い
う

点
で
デ
ィ
ル
タ
イ
や
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
と
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

代
表
者
は
、
哲
学
に
近
い
分
野
の
者
と
し
て
は
教
育
学
者
の
Ｈ
・ 

ノ
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
る（

5
（

。

　

精
神
史
の
文
学
史
叙
述
に
お
い
て
啓
蒙
は
数
理
的
な
自
然
科
学
を

手
放
し
で
礼
賛
し
た
思
想
潮
流
と
さ
れ
、〈
自
然
科
学
の
精
神
〉〈
合

理
主
義
〉〈
個
人
主
義
〉〈
西
欧
的
な
も
の
〉
と
い
っ
た
特
性
が
割
り

振
ら
れ
る
。
啓
蒙
に
対
し
て
は
、
ゲ
ー
テ
、
ヘ
ル
ダ
ー
や
ロ
マ
ン
派

の
文
学
者
た
ち
が
〈
ド
イ
ツ
的
精
神
〉
の
展
開
と
し
て
対
置
さ
れ
、

彼
ら
の
営
み
は
、世
界
の
真
の
理
解
を
も
た
ら
す〈
詩（D

ichtung

（〉

の
創
造
で
あ
り
、
啓
蒙
の
〈
合
理
主
義
〉
に
端
的
に
対
立
す
る
と
さ

れ
る
。〈
ド
イ
ツ
的
精
神
〉
の
展
開
に
は
さ
ら
に
、〈
共
同
体
〉
の
創

出
、〈
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
克
服
〉、
犠
牲
の
賛
美
と
い
っ
た
政
治
的
な
ベ

ク
ト
ル
が
付
け
加
わ
る
場
合
も
あ
る
。
啓
蒙
は
〈
ド
イ
ツ
的
精
神
〉

に
よ
る
〈
克
服
〉
の
対
象
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
否
定
的
な
役
割
が
振

り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

6
（

。

　

な
お
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
評
価
す
る
が
、
そ

れ
を
見
る
に
当
た
っ
て
は
、
二
十
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て

〈
詩
〉
が
置
か
れ
て
い
た
以
上
の
脈
絡
に
目
を
配
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

本
題
に
戻
ろ
う
。
デ
ィ
ド
ロ
ら
に
よ
る
『
百
科
全
書
』
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
啓
蒙
の
な
か
に
科
学
や
技
術
を
重
ん
じ
、
普
及
し
よ
う

と
す
る
流
れ
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
デ
ィ
ド
ロ
に
限

っ
て
も
『
ラ
モ
ー
の
甥
』
な
ど
、
作
品
に
一
歩
踏
み
込
む
な
ら
、
精

神
史
の
啓
蒙
理
解
が
一
面
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
容
易
に
判

明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
図
式
的
な
啓
蒙
理
解
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
九
六
〇

年
代
以
降
、
急
速
に
見
な
お
さ
れ
、
新
た
な
見
方
が
提
示
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
ハ
バ
ー
マ
ス
の
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
が
あ
る
。

同
書
は
、
王
の
権
威
や
身
分
秩
序
を
再
現
す
る
〈
代
表
的
具
現
の
公

共
性
（repräsentative Ö

ffentlichkeit

（〉
に
代
わ
っ
て
、
自
由

な
議
論
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
〈
市
民
的
公
共
性
（bürgerliche 

Ö
ffentlichkeit

（〉
が
、
多
層
的
な
形
で
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
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成
立
し
た
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
は
実
利
以
外
に
社

会
的
な
繋
が
り
を
志
向
す
る
こ
と
の
な
い
〈
個
人
主
義
〉
の
時
代
で

あ
っ
た
と
す
る
精
神
史
の
啓
蒙
観
は
覆
さ
れ
、
十
八
世
紀
が
現
代
に

至
る
〈
近
代
（D

ie M
oderne

（〉
の
原
点
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る（

7
（

。
な
お
、
ハ
バ
ー
マ
ス
に
先
立
っ
て
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ

ー
と
ア
ド
ル
ノ
の
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
が
あ
る
が
、
こ
の
著
作
は
精

神
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
見
直
す
起
爆
剤
と
し
て
作
用
し
た（

8
（

。
啓
蒙
は

野
蛮
に
転
化
す
る
と
い
う
同
書
の
厳
し
い
啓
蒙
批
判
は
、〈
近
代
〉

の
自
己
批
判
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
再
評
価
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
一
九
八
〇
年

代
半
ば
か
ら
活
発
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、

一
九
八
四
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
ハ
ン
ザ
ー
版
著
作
集
（H

erder 
W

erke, hrsg. von W
olfgang Proß, M

ünchen u. W
ien: 

H
anser, 198（ -2002

（、
一
九
八
五
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
版
著
作
集
（H

erder W
erke in zehn Bänden, hrsg. 

von M
artin Bollacher u.a., Frankfurt a. M

.: D
eutscher 

K
lassiker V

erlag, 1985 -2000

（
で
あ
る
。

　

ハ
ン
ザ
ー
版
著
作
集
（
以
下
Ｍ
Ａ
（
は
、
全
三
巻
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
も
の
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
か
ら
作
品
を
精
選
・
配
列
し
、
文
芸

批
評
、
美
学
、
哲
学
、
人
間
学
、
歴
史
哲
学
な
ど
多
領
域
に
わ
た
る

ヘ
ル
ダ
ー
の
思
考
を
相
互
連
関
の
相
の
も
と
で
示
そ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
第
3
巻
が
『
イ
デ
ー
ン
』
に
当
て
ら
れ
、
編
者
プ
ロ
ス
に

よ
る
詳
細
な
注
釈
が
別
巻
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ス
の
注

釈
は
、『
イ
デ
ー
ン
』
の
背
景
に
あ
る
十
八
世
紀
を
中
心
と
す
る
汎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
源
泉
を
掘
り
起
こ
す
労
作
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版
著
作
集
（
以
下
Ｆ
Ａ
（
は
、
全
十
巻
。
第
6

巻
が
『
イ
デ
ー
ン
』
に
当
て
ら
れ
、
編
者
ボ
ラ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
詳
細

な
注
と
『
イ
デ
ー
ン
』
を
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
始
ま
る
十
八
世
紀
の
歴

史
哲
学
の
脈
絡
の
な
か
に
位
置
付
け
る
論
考
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
近
年
邦
訳
さ
れ
た
バ
イ
ザ
ー
（
杉
田
孝
夫
訳
（『
啓
蒙
・

革
命
・
ロ
マ
ン
主
義　

近
代
ド
イ
ツ
政
治
思
想
の
起
源　

一
七
九
〇

―
一
八
〇
〇
』（
法
政
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
（
で
は
、
こ
の
よ

う
な
見
直
し
に
立
っ
た
ヘ
ル
ダ
ー
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

二　
『
イ
デ
ー
ン
』
の
基
本
視
点
と
そ
の
背
景

　

以
上
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
生
涯
と
作
品
、
研
究
史
を
見
て
き
た
が
、
以

下
、
全
四
部
か
ら
な
る
『
イ
デ
ー
ン
』
の
叙
述
か
ら
、
こ
こ
で
の
主

題
、
複
数
性
と
規
範
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
箇
所
に
焦
点
を
当
て

て
ヘ
ル
ダ
ー
の
思
考
の
骨
組
み
を
取
り
出
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
イ
デ
ー
ン
』
の
冒
頭

の
一
節
が
「
我
々
の
地
球
は
星
々
の
な
か
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」（21

（（
9
（

 

と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
イ
デ
ー
ン （
人
類
歴
史
哲
学
考
（』

は
そ
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
人
類
の
歴
史

0

0

を
主
題
と
す
る
が
、
そ
う
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で
あ
り
な
が
ら
も
、
太
陽
系
の
な
か
に
位
置
す
る
「
地
球
（Erde

（」

と
い
う
視
点
が
『
イ
デ
ー
ン
』
全
体
の
基
本
に
あ
る
。
冒
頭
の
こ

の
一
節
で
カ
ン
ト
の
『
天
界
の
一
般
自
然
史
と
理
論
』
や
ニ
ュ
ー

ト
ン
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
（21f.

（、『
イ
デ
ー

ン
』
の
「
地
球
」
と
い
う
視
点
は
、
科
学
史
家
の
コ
イ
レ
が
〈
閉
じ

た
世
界
か
ら
無
限
宇
宙
へ
〉
と
い
う
標
語
で
描
き
出
し
た
十
八
世
紀

と
そ
れ
に
先
立
つ
世
紀
に
お
け
る
自
然
認
識
の
変
革
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る（

（1
（

。
人
間
の
歴
史
が
天
体
の
な
か
の
「
地
球
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
そ
の
一
住
人
の
活
動
の
一
齣
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
し
ば
し
ば
十
九
世
紀
歴
史
主
義
の
先
駆
者
と

さ
れ
る
が
、
こ
の
見
方
に
お
い
て
は
、
自
然
の
一
環
と
し
て
の
「
地

球
」
と
い
う
『
イ
デ
ー
ン
』
の
視
点
が
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　
「
地
球
」
は
「
星
々
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
球
体
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
「
地
球
」
に
お
け
る
中
心
の
否
定
、
地
軸
の
傾
き
か

ら
、
地
球
上
の
気
候
風
土
の
多
様
性
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
地
球
上
に
展
開
す
る
人
間
生
活
の
多
様
性
が
肯
定
さ
れ
、

そ
の
一
つ
を
特
権
化
す
る
発
想
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
Ⅰ

部
・
第
1
巻
・
第
（
章
に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
は
述
べ
る
。

人
間
の
祖
国
は
ど
こ
か
、
地
球
の
中
心
は
ど
こ
か
と
問
う
な
ら

ば
、
至
る
と
こ
ろ
で
答
え
は
可
能
で
あ
る
―
こ
こ
、
君
の
立

つ
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
る
。
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
極
地
の
近
く
で

あ
れ
、
燃
え
上
が
る
真
昼
の
太
陽
の
も
と
で
あ
れ
。［
�
］
人

間
が
我
々
に
お
い
て
あ
る
あ
り
方
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
、
ど

こ
か
の
夢
想
家
の
観
念
に
従
っ
て
あ
る
は
ず
の
あ
り
方
で
も
な

く
、
人
間
が
地
球
上
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
あ
ら
ゆ
る
地

域
で
別
個
に
あ
る
あ
り
方
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
、
偶
然
の
豊
穣
な
多
様
性
が
、
自
然
の
両
の
手
の
な
か
で
人

間
を
形
成
し
得
た
あ
り
方
、
そ
れ
を
自
然
の
意
図
と
し
て
考
察

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
我
々
は
人
間
に
対
し
て
、
寵
愛
を
受
け

た
い
か
な
る
形
姿
も
寵
愛
を
受
け
た
い
か
な
る
地
域
も
探
そ
う

と
は
思
わ
な
い
、
見
出
そ
う
と
は
思
わ
な
い
。（3（f.

（

　
「
人
間
が
我
々
に
お
い
て
あ
る
あ
り
方
」 ＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
あ
る
あ
り
方
、
を
特
権
化
す
る
発
想
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
人
間

の
あ
り
か
た
を
「
ど
こ
か
の
夢
想
家
」 ＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学
者
の

「
観
念
」
に
よ
っ
て
固
定
し
て
も
な
ら
な
い
。「
地
球
の
中
心
」
は
至

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
地

球
上
に
展
開
す
る
「
偶
然
の
豊
穣
な
多
様
性
」
に
目
を
向
け
よ
う
と

す
る
。

　

こ
の
「
偶
然
の
豊
穣
な
多
様
性
」
は
、
人
間
が
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

環
境
の
な
か
で
、「
言
語
と
概
念
」（3（0

（
に
よ
っ
て
そ
れ
を
捉
え
、

思
考
し
、「
熟
練
と
技
」（ebd.

（
に
よ
っ
て
働
き
か
け
、
幾
多
の
労
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苦
を
経
て
形
成
し
て
き
た
知
識
・
経
験
の
蓄
積
、
生
活
様
式
や
振
る

舞
い
方
を
指
し
て
い
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
こ
う
し
た
知
識
・
経
験
の

蓄
積
、
生
活
様
式
や
振
る
舞
い
方
を
「
伝
承
（Ü

berlieferung

（」、

「
文
化
（K

ultur

（」、「
啓
蒙
（A

ufklärung

（」
と
名
付
け
、「
啓

蒙
さ
れ
た
民
族
と
啓
蒙
さ
れ
ざ
る
民
族
［
�
］
の
差
異
は
、
種
別
的

で
は
な
く
、
度
合
い
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
諸
民

族
が
描
き
出
す
絵
画
は
、
空
間
と
時
に
よ
っ
て
変
化
す
る
無
限
の
階

調
を
持
つ
。［
�
］
あ
ら
ゆ
る
絵
画
と
同
様
こ
の
絵
画
に
お
い
て
も
、

諸
々
の
形
態
を
知
覚
す
る
位
置
が
重
要
な
の
で
あ
る
」（ebd.

（
と

述
べ
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
蒙
昧
の
地
と
す
る
見
方
に
批
判
を
加
え
て

ゆ
く
。
言
語
と
思
考
を
切
り
離
さ
ず
に
捉
え
る
見
方
が
背
景
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
ヘ
ル
ダ
ー
の
視
点
に
関
し
て
は
二
つ
の
点
が
注
意
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
こ
う
し
た
「
偶
然
の
豊

穣
な
多
様
性
」
の
各
々
が
孤
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
連
関

し
合
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
風
土
（K

lim
a

（」
を
考
察
し

た
第
Ⅱ
部
・
第
7
巻
・
第
3
章
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

我
々
の
地
球
は
球
体
で
あ
り
、
陸
地
は
海
洋
の
上
に
突
き
出
た

山
岳
で
あ
る
か
ら
、
地
球
上
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
に
よ
っ
て
一
つ
の
風
土
的
な
共
同
体
（eine klim

atische 

Gem
einschaft

（
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
共
同
体
は
生
命

あ
る
も
の
が
生
き
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。［
�
］
海
洋
は
水

分
を
発
散
し
、
山
々
は
そ
れ
を
引
き
寄
せ
て
、
そ
の
両
側
に
雨

と
水
流
を
降
り
注
ぐ
。
こ
う
し
て
風
向
き
が
交
替
す
る
。［
�
］

こ
う
し
て
異
な
っ
た
地
域
と
時
節
が
促
し
合
い
支
え
合
う
。

我
々
の
地
球
上
の
す
べ
て
は
、
共
通
の
結
合
の
な
か
に
あ
る
。

（267f.

（

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
『
イ
デ
ー

ン
』
に
注
目
し
た
が
、
そ
の
要
点
は
「
風
土
」
と
い
う
発
想
に
あ
っ

た
。
和
辻
は
そ
れ
に
促
さ
れ
て
、「
モ
ン
ス
ー
ン
」「
沙
漠
」「
牧
場
」

と
い
う
風
土
の
類
型
を
論
じ
た
が
、
各
類
型
を
閉
じ
た
形
で
固
定
化

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
お
い
て
は
「
地
球
」
と
い

う
観
点
か
ら
の
各
地
域
の
風
土
的
な
相
互
連
関
が
強
調
さ
れ
る
。
文

中
に
言
う
「
一
つ
の
風
土
的
な
共
同
体
」
は
、
多
様
な
も
の
の
各
々

の
こ
と
で
は
な
く
、
連
関
し
合
う
そ
れ
ら
の
総
体
を
指
し
て
の
も
の

で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
こ
の
見
方
を
文
化
に
も
当
て
は
め
る
。『
イ

デ
ー
ン
』
の
結
尾
を
な
す
第
Ⅳ
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
と
な
っ
て
い
る

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成
に
際
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
の
影
響
の
強
調
が

そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成
を
「
牧
場
」

と
い
う
風
土
の
連
続
性
の
な
か
で
捉
え
る
和
辻
の
見
方
と
対
照
を
な

し
て
い
る
。
な
お
、
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
に
『
悦
ば
し
き
知
恵
』D

ie 
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fröhliche W
issenschaft

が
あ
る
が
、
こ
の
語
は
、
ム
ス
リ
ム
支

配
下
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
ヘ
ル
ダ
ー
が

考
え
る
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
の
詩
の
技
法gaya ciencia

を
ヘ
ル
ダ

ー
が
独
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
地
球
上
の
人
間
生
活
が
多
様
で
あ

り
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
人
類

0

0

の
活
動
の
展
開
に
他
な
ら
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。
第
Ⅱ
部
・
第
7
巻
・
第
1
章
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
る
。

だ
が
、
人
間
の
知
性
は
あ
ら
ゆ
る
多
様
な
も
の
の
な
か
に
統
一

性
を
探
し
求
め
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
知
性
の
原
型
で
あ
る
神

の
知
性
は
、
地
球
上
の
数
知
れ
な
い
多
様
な
も
の
に
統
一
性
を

娶
わ
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
我
々
は
こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
の
途
方
も
な
い
領
域
か
ら
次
の
よ
う
な
き
わ
め

て
単
純
な
命
題
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
―
地
球

上
に
お
け
る
人
類
は
、
同
一
の
類
で
あ
る
。（253

（

　

多
様
な
も
の
は
「
同
一
の
類
」
で
あ
る
人
類
の
活
動
力
の
展
開
し

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。「
同
一
の
類
」
と
い
う
「
き
わ
め
て
単
純

な
」
も
の
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
途
方
も
な
い
領
域
」
へ
と
展

開
し
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
ヘ
ル
ダ
ー
は
「
変
容

（M
etam

orphose

（」（252

（
と
い
う
言
葉
で
表
す
。「
変
容
」
は
、

オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
な
ど
古
典
古
代
に
由
来
す
る
。

ダ
フ
ネ
は
月
桂
樹
に
変
わ
り
な
が
ら
も
ダ
フ
ネ
で
あ
り
続
け
る
。
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
ち
な
が
ら
姿
を
変
え
て
ゆ
く
と
い
う
の

が
、
そ
の
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
変
容
」
と
い

う
観
点
か
ら
「
人
種
」
の
概
念
が
差
異
を
生
物
的
に
固
定
す
る
発

想
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
、「
私
は
こ
の

［
人
種
と
い
う
］
名
称
を
根
拠
の
あ
る
も
の
と
見
な
さ
な
い
」（255

（

と
明
言
す
る（

（（
（

。

　

以
上
「
地
球
」「
風
土
」「
変
容
」
に
注
目
し
て
『
イ
デ
ー
ン
』
の

基
本
視
点
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る
哲
学
的
な
背
景
に
つ
い

て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

初
期
の
リ
ガ
時
代
の
ヘ
ル
ダ
ー
が
残
し
た
断
片
に
『
自
然
と
恩
寵

に
関
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
原
則
に
つ
い
て
』
が
あ
る
。
Ｍ
Ａ
に
収

め
ら
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
初
期
の
断
片
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ

に
お
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
モ
ナ
ド
は
窓
を
持
た
な
い
と
い
う
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
考
え
に
対
す
る
批
判
を
試
み
て
い
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
モ

ナ
ド
は
活
動
的
で
あ
る
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
点
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
活
動
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
相
互
に
影
響
を
授
受
し
て
や

ま
な
い
存
在
、
他
な
る
も
の
と
「
交
流
可
能
（com

m
unikabel

（」

な
存
在
と
し
て
モ
ナ
ド
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
各
モ
ナ
ド
の
な

か
に
多
様
性
が
含
ま
れ
る
の
は
、
他
な
る
も
の
と
「
交
流
可
能
」
だ

か
ら
で
あ
る
、
他
な
る
も
の
と
「
交
流
可
能
」
で
な
け
れ
ば
、
モ
ナ
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ド
に
多
様
性
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
断
片
で
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
『
モ
ナ
ド
ロ
ジ

ー
』
と
『
理
性
に
基
礎
を
も
つ
自
然
と
恩
寵
の
原
理
』
を
論
じ
て
い

る
が
、
後
者
に
は
「
な
ぜ
、
何
も
な
い
の
で
は
な
く
、
何
か
が
存
在

す
る
の
か
。
と
い
う
の
は
、
無
〔
何
も
な
い
こ
と
〕
は
、
何
も
の

か
〔
何
か
が
あ
る
こ
と
〕
よ
り
一
層
単
純
で
一
層
容
易
で
あ
る
か

ら
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ
る（

（1
（

。
存
在
の
複
雑
さ
、
多
様
性
に
対
す

る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
驚
き
が
こ
め
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
ヘ
ル
ダ

ー
は
、
こ
の
驚
き
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
存
在
の
複
雑
さ
、
多
様
性

を
相
互
交
流
の
相
の
も
と
で
捉
え
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
以
後
の
ヘ

ル
ダ
ー
の
思
考
の
基
調
と
な
る
。
モ
ナ
ド
が
窓
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
な
予
定
調
和
を
支
え
る
前
提
は
崩
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
『
イ
デ
ー
ン
』
の
叙
述
に
陰
影
な
い
し
亀
裂
を
潜

ま
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

三　

文
化
や
伝
統
は
無
条
件
に
善
な
の
か

　
『
イ
デ
ー
ン
』
の
叙
述
の
陰
影
な
い
し
亀
裂
と
述
べ
た
が
、
例
え

ば
、
先
に
ふ
れ
た
「
伝
承
」「
文
化
」「
啓
蒙
」
が
地
球
上
に
遍
在
す

る
と
い
う
論
点
を
示
し
た
第
Ⅱ
部
・
第
9
巻
・
第
1
章
に
は
次
の
一

節
が
あ
る
。

神
が
人
間
を
そ
の
協
力
者
に
採
用
し
、
こ
の
地
上
で
の
人
間

の
形
成
（Bildung

（
を
人
間
自
身
に
委
ね
た
と
い
う
こ
と
は
、

人
間
を
き
わ
め
て
得
意
に
さ
せ
る
。
だ
が
、
神
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
こ
の
手
段
こ
そ
、
地
上
で
の
わ
れ
わ
れ
の
存
在
の
不
完
全

さ
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
元
来
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
だ
人

間
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
日
々
、
人
間
と
な
る
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
自
分
の
な
か
か
ら
得
る
も
の
は
な
に
も
な
く
、
す
べ
て
を

模
範
や
教
え
や
練
習
に
よ
っ
て
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
る
で

蠟
の
よ
う
に
形
態
を
手
に
入
れ
る
と
は
、
何
と
み
じ
め
な
存
在

で
あ
ろ
う
。
理
性
を
誇
る
と
い
う
の
な
ら
、
広
大
な
地
球
上
で

の
同
胞
た
ち
の
活
動
の
場
を
凝
視
す
る
が
よ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

音
の
入
り
混
じ
っ
た
彼
ら
の
不
協
和
な
歴
史
を
聴
く
が
よ
い
。

一
人
の
人
間
、
一
つ
の
民
族
、
―
否
、
一
連
の
諸
民
族
で
あ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
―
の
習
慣
と
な
り
得
な
か
っ
た

ど
ん
な
非
人
間
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
多
く
、
否
、
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
同
胞
の
肉
を
食
ら
っ
た
の

で
あ
る
。
相
続
さ
れ
た
伝
統
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
愚
か
し
い

想
念
を
、
そ
こ
こ
こ
で
現
実
に
神
聖
化
し
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
れ
だ
か
ら
、
人
間
ほ
ど
低
級
な
理
性
的
存
在
者
は
あ
り

得
な
い
の
で
あ
る
。（3（2

（

　

文
化
の
多
様
性
を
肯
定
す
る
の
が
『
イ
デ
ー
ン
』
の
基
本
視
点
で
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あ
る
が
、
上
の
箇
所
で
は
そ
れ
が
逆
転
し
、
知
識
・
経
験
の
継
承
と

発
展
の
連
鎖
と
し
て
の
「
伝
承
」「
文
化
」「
啓
蒙
」
の
な
か
に
置
か

れ
た
人
間
が
「
み
じ
め
な
存
在
」
と
断
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
間
は
何

ら
か
の
「
伝
承
」「
文
化
」「
啓
蒙
」
の
も
と
に
生
み
落
と
さ
れ
、
な

す
す
べ
も
な
く
「
蠟
の
よ
う
に
」「
形
成
」
さ
れ
て
ゆ
く
他
な
い
。

こ
の
「
形
成
」
が
、
人
間
の
生
を
破
壊
す
る
と
い
う
逆
説
を
引
き
起

こ
す
。「
相
続
さ
れ
た
伝
統
」
が
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
愚
か
し
い
想

念
」
を
「
そ
こ
こ
こ
で
現
実
に
神
聖
化
」
し
、
人
間
が
「
同
胞
の
肉

を
食
ら
う
」
惨
状
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ヘ

ル
ダ
ー
が
個
々
の
文
化
や
伝
統
を
無
条
件
に
肯
定
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
る
ヘ
ル
ダ
ー
理
解
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

理
解
は
『
イ
デ
ー
ン
』
に
関
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
。
文
化
と
歴
史

に
対
す
る
ヘ
ル
ダ
ー
の
見
方
は
、
多
様
性
を
ひ
た
す
ら
ほ
め
た
た
え

る
楽
天
的
な
相
対
主
義
で
は
な
く
、
複
眼
的
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
複
眼
的
な
視
点
を
生
み
出
し
て
い
る
の
が
、
規
範
の

意
識
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
を
歴
史
主
義
の
先
駆
と
見
な
す
場
合
、
こ

の
点
が
軽
視
な
い
し
無
視
さ
れ
る
が
、『
イ
デ
ー
ン
』
に
お
い
て
は

先
に
見
た
自
然
の
一
環
と
し
て
の
人
間
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
よ
う

な
仕
方
で
規
範
が
示
さ
れ
て
い
る
。

人
間
の
単
な
る
共
感
は
、
す
べ
て
に
は
ゆ
き
わ
た
ら
な
い
。
そ

れ
は
制
約
さ
れ
複
雑
に
組
織
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
人
間
に
と

っ
て
は
、
遠
く
隔
た
っ
た
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
て
の
曖
昧

な
、
し
か
も
し
ば
し
ば
無
力
な
導
き
手
た
り
得
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
正
し
く
導
く
母
［
な
る
自
然
］
は
、
人

間
の
幾
重
に
も
密
や
か
に
織
り
込
ま
れ
た
小
枝
を
、
よ
り
欺
き

よ
う
の
な
い
一
つ
の
基
準
の
も
と
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
れ

が
、
正
義
と
真
理
の
規
則
で
あ
る
。
誠
実
た
る
べ
く
人
間
は
造

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
形
態
の
な
か
の
す
べ
て
が
頭
に
仕
え
、
そ

の
二
つ
の
目
が
た
だ
一
つ
の
事
象
を
見
、
そ
の
二
つ
の
耳
が
た

だ
一
つ
の
音
を
聴
く
よ
う
に
、［
�
］
内
面
に
お
い
て
も
、
公

正
と
平
衡
の
大
い
な
る
掟
が
人
間
の
基
準
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
他
者
が
汝
に
す
べ
き
で
な
い
と
汝
が
欲
す
る
も
の
は
、
他

者
に
も
為
す
な
か
れ
。
他
者
が
汝
に
す
べ
き
こ
と
は
、
他
者
に

も
せ
よ
。［
�
］
こ
れ
は
［
�
］
人
間
の
全
感
官
の
構
造
に
基

づ
い
て
い
る
。
否
、
人
間
の
直
立
の
形
態
そ
の
も
の
に
基
づ
く

と
言
い
た
い
。（159f.

（

　

第
Ⅰ
部
・
第
（
巻
・
第
6
章
で
家
族
が
「
最
初
の
社
会
」
で
あ

り
、
そ
の
結
合
の
原
理
と
し
て
「
愛
」
と
「
共
感
」
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
箇
所
に
続
く
一
段
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
共
感
」
は
、
そ

の
外
側
に
あ
る
「
遠
く
隔
た
っ
た
」
も
の
に
対
し
て
は
無
力
で
あ

る
。
局
地
的
な
見
方
を
ま
ぬ
か
れ
て
、
広
く
他
者
を
認
め
、
自
己
の
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行
為
を
律
す
る
原
理
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
そ
れ
を

「
正
義
と
真
理
の
規
則
」、「
公
正
と
平
衡
の
大
い
な
る
掟
」
と
名
付

け
、
そ
の
基
盤
を
直
立
歩
行
す
る
人
間
の
身
体
に
置
く
。「
掟
」「
規

則
」
の
意
識
と
し
て
の
「
誠
実
（aufrichtig

（」
さ
と
身
体
の
「
直

立
（aufrecht
（」
性
が
関
係
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ス
と
ボ
ラ
ッ
ハ
ー
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
こ
の
議
論
を
ル
ソ
ー
の

『
人
間
不
平
等
起
源
論
』
へ
の
反
論
な
い
し
訂
正
と
見
る（

（1
（

。
ル
ソ
ー

に
お
い
て
は
「
憐
れ
み
の
情
」
と
「
他
者
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
よ
う
に
他
者
に
も
せ
よ
」
と
い
う
「
崇
高
な
、
合
理
的
正
義
の
格

率
」
が
分
離
さ
れ
、
前
者
の
み
が
人
間
の
自
然
（
本
性
（
に
基
礎
を

持
つ
と
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
後
者
も
ま
た
人
間

の
自
然
（
身
体
（
に
基
礎
を
持
つ
と
す
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

四　

結
び
に
か
え
て
―
自
己
省
察
と
発
見

　

以
上
『
イ
デ
ー
ン
』
の
基
本
視
点
、
そ
こ
に
潜
む
陰
影
な
い
し
亀

裂
、
規
範
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
整
理
し

て
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

　

先
に
『
イ
デ
ー
ン
』
の
第
Ⅳ
部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
で
あ
る
こ
と
に

ふ
れ
た
。『
イ
デ
ー
ン
』
の
叙
述
は
地
球
を
全
体
と
し
て
眺
め
る
視

点
を
一
方
に
持
ち
な
が
ら
も
、
自
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
の
何
ら
か

の
場
所
に
置
こ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
き

る
者
の
省
察
と
し
て
、
結
尾
の
第
Ⅳ
部
が
展
開
さ
れ
る
。
ヘ
ル
ダ

ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
多
民
族
が
混
合
し
混
在
し
て
き
た
地
域
と
捉

え
、「
い
か
な
る
大
陸
に
お
い
て
も
諸
民
族
が
か
く
も
激
し
く
頻
繁

に
居
住
地
を
変
え
、
そ
れ
と
と
も
に
生
活
様
式
と
風
習
を
変
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
今
や
多
く
の
国
に
お
い
て
、
そ
の
住
民
、
と
り
わ

け
個
々
の
家
族
や
人
間
が
、
自
分
た
ち
が
ど
の
一
族
や
民
族
の
者
で

あ
る
の
か
を
言
う
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
」（705

（
と
述
べ
る
。
こ
れ

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
『
人
間
知
性
新
論
』
第
３
巻
「
言
葉
に
つ
い

て
」
に
示
さ
れ
た
多
言
語
が
錯
綜
す
る
地
域
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

捉
え
る
見
方
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
形
成
さ
れ
て
き
た
歴

史
を
中
世
か
ら
近
世
初
頭
へ
と
辿
る
。
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を

こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
「
伝
承
」「
文

化
」「
啓
蒙
」
に
対
す
る
複
眼
的
な
視
点
と
の
関
連
で
、
ヘ
ル
ダ
ー

の
キ
リ
ス
ト
教
評
価
に
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成
に
際
し
て
キ
リ
ス
ト
教
が
触

媒
と
な
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
歴
史
に
批
判
を
加
え
る
。
ヘ
ル

ダ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
異
教
徒
の
改
宗
が
「
火
と
剣
」
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
非
改
宗
者
の
奴
隷
化
、
財
産
の
略
奪
が
な

さ
れ
、
同
様
の
こ
と
が
現
在
で
も
「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
」
で
続

け
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（818

（。
十
字
軍
が
ド
イ
ツ
各
地
で
の

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
と
と
も
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
、「
技
芸
も
学
問
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も
十
字
軍
に
固
有
に
従
事
し
た
者
に
よ
っ
て
は
、
い
か
な
る
仕
方
に

よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
な
か
っ
た
［
�
］
い
か
な
る
宗
教
的
騎
士
団
に

よ
っ
て
も
、
啓
蒙
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
」
と
断
ず
る
（879

（。
な
お
、「
啓
蒙
」
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
ア
ラ
ビ
ア
で
あ
っ
た
と
ヘ
ル
ダ
ー
は
考

え
て
い
る
。

　

先
に
「
相
続
さ
れ
た
伝
統
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
愚
か
し
い
想
念

を
、
そ
こ
こ
こ
で
現
実
に
神
聖
化
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
い

う
言
葉
を
見
た
が
、
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
例
外
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先

に
見
た
規
範
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
身
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
の
こ
の
視
点
に
は
、
制
度
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と

非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
生
き
た
イ
エ
ス
そ
の

人
を
峻
別
す
る
見
方
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
峻
別
は
レ

ッ
シ
ン
グ
晩
年
の
断
片
『
キ
リ
ス
ト
の
宗
教
』
に
お
け
る
「
キ
リ

ス
ト
の
宗
教
（D

ie Religion Christi

（」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
（D

ie 
christliche Religion

（」
の
対
比
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、「
キ

リ
ス
ト
の
宗
教
」
は
、「
キ
リ
ス
ト
が
人
間
と
し
て
自
ら
認
識
し
、

行
な
っ
た
」
行
為
と
し
て
の
「
宗
教
」、「
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
イ
エ

ス
以
後
に
制
度
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
意
味
す
る（

（1
（

。
前
者
か
ら
後

者
が
批
判
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
レ
ッ
シ
ン
グ
の
見
方
の
背
景
に

は
、
ラ
イ
マ
ル
ス
の
聖
書
批
判
、
さ
ら
に
は
ベ
ー
ル
『
歴
史
批
評
辞

典
』
の
伝
承
批
判
、
そ
れ
を
支
え
た
十
七
世
紀
に
お
け
る
聖
人
伝
批

判
や
教
会
史
研
究
の
膨
大
な
蓄
積
を
は
じ
め
、
自
ら
の
宗
教
的
伝
統

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
歴
史

的
・
批
判
的
な
検
討
の
営
み
が
あ
る（

（1
（

。

　

ヘ
ル
ダ
ー
に
お
い
て
は
こ
の
見
方
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
含

む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
の
相
対
化
が
な
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〈
文

明
〉
を
尺
度
と
せ
ず
に
、
地
球
上
に
展
開
す
る
人
類
の
活
動
を
対
等

に
見
る
視
点
が
切
り
開
か
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
ヘ
ル
ダ
ー
に
お
け

る
イ
エ
ス
と
て
、
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ヘ
ル
ダ
ー
が
見
い
だ

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
自
ら

の
宗
教
的
伝
統
や
文
化
を
歴
史
的
・
批
判
的
に
検
討
す
る
な
か
で
、

そ
れ
を
相
対
化
・
批
判
す
る
た
め
の
立
脚
点
を
探
る
と
い
う
思
考
の

運
動
の
意
義
を
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
ヘ
ル
ダ
ー
の
見
方
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
こ
そ
規
範
が
あ
る
と
い
う
観
念
と
は
質
を
異
に
し
て
い

る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
は
一
七
七
八
年
に
『
雅
歌
』
の
翻
訳
で
あ
る
『
オ
リ
エ

ン
ト
の
最
古
で
最
美
の
愛
の
歌
』
を
刊
行
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
歌
の
世

界
を
紹
介
す
る
。
一
七
七
八
～
七
九
年
に
は
『
民
謡
集
』
を
出
版
、

一
七
七
七
年
か
ら
は
ア
ラ
ビ
ア
文
化
と
詩
へ
の
高
い
評
価
の
き
っ
か

け
と
な
る
ス
ペ
イ
ン
語
の
学
習
を
始
め
る
。『
イ
デ
ー
ン
』
に
先
立

っ
て
な
さ
れ
た
、
ヘ
ブ
ラ
イ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
亘

る
広
汎
な
歌
謡
と
詩
の
世
界
の
発
見
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
へ
の
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批
判
的
省
察
、
ま
た
、
人
間
の
営
み
を
「
地
球
」
と
い
う
自
然
の
な

か
の
一
齣
と
し
て
相
対
化
す
る
視
点
と
連
動
し
な
が
ら
『
イ
デ
ー

ン
』
に
流
れ
込
み
、
支
え
て
い
る
の
で
あ
る（

11
（

。

　
『
イ
デ
ー
ン
』
に
述
べ
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
批
判
は
、

こ
の
よ
う
な
省
察
と
発
見
の
運
動
の
な
か
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
自
己
理
解
し

た
〈
ド
イ
ツ
〉
か
ら
す
る
反
西
欧
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
鼓
吹
で
は
な

い
。
日
本
に
お
い
て
『
イ
デ
ー
ン
』
を
読
む
際
に
は
、
こ
の
自
己
省

察
の
運
動
を
ど
の
よ
う
に
読
み
替
え
、
創
造
的
に
受
容
す
る
か
が
肝

要
と
思
わ
れ
る
。
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心

主
義
批
判
は
、
往
々
に
し
て
他
を
非
難
す
る
こ
と
で
自
ら
を
善
と
な

す
、
規
範
を
排
除
し
つ
つ
も
そ
の
実
、
自
足
的
な
規
範
を
内
に
潜
ま

せ
る
と
い
っ
た
思
考
パ
タ
ー
ン
を
再
生
産
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。《
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